平成２６年度教員採用選考・一次選考筆答テスト(一般教養問題を除く)
（H26教採）
 1 　次の各文は、文部科学省の生徒指導提要やいじめに関する総合的な取組方針、対応マニュアル・事例集（学校・教員向け）及び通知の一部である。内容として誤っているものはどれか。１～５から一つ選べ。
１　いじめは、いじめる側といじめられる側という二者関係だけで成立しているのではなく、「観衆」としてはやし立てたり面白がったりする存在や、周辺で暗黙の了解を与えている「傍観者」の存在によって成り立つのです。
〔生徒指導提要（平成22年３月）〕
２　いじめは、「どの子どもにも、どの学校でも起こり得る」ものであるが、決して許されないことである。いじめの問題については、もとより、学校や教育委員会等において、しっかりと対応することが必要である。
〔いじめ、学校安全等に関する総合的な取組方針（平成24年９月５日）〕
３　担任は、いじめを把握したら、自らの指導方針に基づき対応を進めます。また、いじめられている児童生徒には「必ず解決する」という担任の意思を伝え、まず加害者を特定し、すぐに謝罪させることで早期解決に努めます。

〔生徒指導提要（平成22年３月）〕
４　いじめ事案の中でも、特に、いじめられている児童生徒の生命又は身体の安全が脅かされているような場合には、直ちに警察に通報することが必要であること。

〔犯罪行為として取り扱われるべきと認められるいじめ事案に関する警察への相談・通報について（通知）
（平成24年11月２日）〕
５　情報モラル教育については、学校全体で取り組むことが必要であり、指導に当たっては、それぞれの教員が、インターネット等に関する知識や「ネット上のいじめ」の実態を理解し、児童生徒への情報モラルに関する指導力の向上を図ることが重要です。
〔「ネット上のいじめ」に関する対応マニュアル・事例集（学校・教員向け）　　　

（平成20年11月）〕


【正答】　３



（H26教採）
 2 　次の各文は、人権教育・啓発に関する基本計画（平成14 年３月15 日 閣議決定）及び平成24年版人権教育・啓発白書の一部である。内容として誤っているものはどれか。１～５から一つ選べ。
１　女性に対する偏見や差別意識を解消し、固定的な性別役割分担意識を払拭することを目指して、人権尊重思想の普及高揚を図るための啓発活動を充実・強化する。
〔人権教育・啓発に関する基本計画〕
２　児童虐待など、児童の健全育成上重大な問題について、児童相談所、学校、警察等の関係機関が連携を強化し、総合的な取組を推進するとともに、啓発活動を推進する。
〔人権教育・啓発に関する基本計画〕
３　障害者に対する保護施策をより一層推進し、「安全と保護」の目標に向けて「ノーマライゼーション」の理念を実現するための啓発・広報活動を推進する。
〔人権教育・啓発に関する基本計画〕
４　同和問題は、日本社会の歴史的過程で形作られた身分差別により、日本国民の一部の人々が、長い間、経済的、社会的、文化的に低い状態におかれることを強いられ、日常生活の上で差別を受けるなどしている、我が国固有の人権問題である。
〔平成24年版人権教育・啓発白書〕
５　学校においては、国際化の著しい進展を踏まえ、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間といった学校教育活動全体を通じて、広い視野を持ち、異文化を尊重する態度や異なる習慣・文化を持った人々と共に生きていく態度を育成するための教育の充実を図る。また、外国人児童生徒に対して、日本語の指導を始め、適切な支援を行っていく。
〔人権教育・啓発に関する基本計画〕


【正答】　３


（H26教採）
 3 　次は、教育基本法の条文である。空欄Ａ～Ｅに、下のア～コのいずれかの語句を入れてこの条文を完成させる場合、正しい組合せはどれか。１～５から一つ選べ。

第二条　教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成するよ

　　　う行われるものとする。

一　　幅広い知識と教養を身に付け、　Ａ　を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこと。

二　　個人の　Ｂ　を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと。

三　　　Ｃ　、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的

　　に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。

四　　生命を尊び、自然を大切にし、　Ｄ　の保全に寄与する態度を養うこと。

五　　伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の　Ｅ　に寄与する態度を養うこと。


　　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ　　Ｅ

１　　ア　　ウ　　ク　　オ　　キ
２　　ア　　エ　　ク　　カ　　コ
３　　イ　　ウ　　キ　　オ　　ケ
４　　イ　　エ　　キ　　カ　　コ
５　　イ　　ウ　　ク　　カ　　ケ


【正答】　４

（H26教採）
 4 　次の各文は、「特別支援教育の推進について（通知）」（平成19年４月１日 文部科学省）の中の特別支援教育を行うための体制の整備及び必要な取組、特別支援学校における取組及び教育活動等を行う際の留意事項等に関する記述である。内容として誤っているものはどれか。１～５から一つ選べ。
　１　特別な支援が必要と考えられる幼児児童生徒については、特別支援教育コーディネーター等と検討を行った上で、保護者の理解を得ることができるよう慎重に説明を行い、学校や家庭で必要な支援や配慮について、保護者と連携して検討を進めること。その際、実態によっては、医療的な対応が有効な場合もあるので、保護者と十分に話し合うこと。
２　障害のある幼児児童生徒への支援に当たっては、医師等による障害の診断がなされた上で、その診断結果に合わせた指導や支援を検討し、当該幼児児童生徒が示す困難にとらわれることのないよう、障害種別の判断に重点を置いた対応を心がけること。
　３　特別支援学校においては、これまで蓄積してきた専門的な知識や技能を生かし、地域における特別支援教育のセンターとしての機能の充実を図ること。
特に、幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校の要請に応じて、発達障害を含む障害のある幼児児童生徒のための個別の指導計画の作成や個別の教育支援計画の策定などへの援助を含め、その支援に努めること。

４　障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒との交流及び共同学習は、障害のある幼児児童生徒の社会性や豊かな人間性を育む上で重要な役割を担っており、また、障害のない幼児児童生徒が、障害のある幼児児童生徒とその教育に対する正しい理解と認識を深めるための機会である。
　５　特別支援学校は、在籍している幼児児童生徒のみならず、小・中学校等の通常学級に在籍している発達障害を含む障害のある児童生徒等の相談などを受ける可能性も広がると考えられるため、地域における特別支援教育の中核として、様々な障害種についてのより専門的な助言などが期待されていることに留意し、特別支援学校教員の専門性のさらなる向上を図ること。


【正答】　２


（H26教採）
 5 　次の各文は、評価への影響に関する記述である。正しいものを○、誤っているものを×とした場合、正しい組合せはどれか。１～５から一つ選べ。
Ａ　成績や評価が全体の平均あたりに集中してしまう現象のことで、とりわけ三段階や五段階の尺度で評定するとき、中央の段階の人数が不当に多くなりがちになることを簡素化傾向という。

　Ｂ　学習実験などで試行を重ねても遂行がそれ以上伸びない頭打ち状態のことをピグマリオン効果という。
　Ｃ　教員が良く知っていたり、好感を持っている子どもを評価する際に、望ましい側面をより強調し、望ましくない側面を控えめに評価してしまいがちになることを寛容効果（寛大効果）という。

　Ｄ　ある人が何かよく目立つ優れた特徴を持っていると、その人の他の特徴まで全て優れたものと判断しがちになることを光背効果（ハロー効果）という。
　　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
　１　×　×　○　○
　２　×　○　○　×
　３　×　○　×　○
　４　○　×　○　×
　５　○　○　×　×


【正答】　１

（H26教採）
 6 　次の各文は、中央教育審議会答申「今後の青少年の体験活動の推進について」（平成25年１月21日）の中の体験活動に関する記述である。内容として誤っているものはどれか。１～５から一つ選べ。

　１　スポーツの役割は大きいが、こうしたスポーツを始めとして集団で活動するためには、他人との意見調整やストレスの対処方法など、いわゆる「ヒューマンスキル」が重要であるとの指摘があるが、近年の若者はこの力が低下しており、体験活動や冒険的な活動などを行い、体験の中で育んでいくことが求められている。

　２　体験活動は、仲間とのコミュニケーションや自分自身との対話、実社会とのかかわり等を考える契機となり、結果、他者への共感や日本人としての心の成長、個人や社会の歴史の形成につながっていく。また、自然や人とのかかわりの中で命の尊さについて学ぶことができる。
　３　学校から社会・職業への移行が円滑に行われるようにしていくため、子どもたちに社会的・職業的自立に必要な力を身に付けさせることが重要である。子どもたちに自らの将来を考えさせるためには、多様な年齢・立場の人や社会や職業にかかわる様々な現場を通して、自己と社会についての多様な気づきや発見を経験させることが効果的である。

　４　不登校などの課題を抱える子どもたちに対しては、楽しみながらいろいろな世界の入り口を見せることができる体験活動を取り入れた教育が重要である。個々の子どもの状況と発達段階を慎重に見極めた上で、こうした教育の機会を提供することにより、基本的なコミュニケーションや生活習慣を身に付けていくことができる。

　５　体験活動は、主として社会教育で扱われるものであって、学校教育に取り入れるものとはされていない。そのため、地域の社会教育活動として、学校外において意図的・計画的に創出し、未来の社会を担う全ての青少年に、人間的な成長に不可欠なものとして経験させることが求められている。



【正答】　５


＜参考資料＞





３－３





３－４





ア　理想　　イ　真理　　ウ　意思　　エ　価値　　オ　資源　　カ　環境


キ　正義と責任　　ク　権利と義務　　ケ　安定と協調　　コ　平和と発展








３－５





３－６





３－７





３－８








